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largess -largeness, passivity -passivenessといったような二重語が生
まれることとなった。『オックスフォード英語辞典』 (TheOxford English 
Dictionary=OED)の-nessの見出しの下には，形容詞以外の語甚にこの接
尾辞が接辞した興味深い例が掲載されている。 GeorgeEliotは 1853年，友
人に宛てた手紙の中で， "Myonly complaints just now are my idleness 
and dislike-to-getting-up-in-the-morningness, whereby the day is made 
too short for what I want to do" (Cross 23: 259 [l: 230]) と記し，一見
しただけですぐ意味が判明する新語を用いている！）。この語のほかにも， 1804
年には SamuelTaylor Coleridgeがある高名な哲学者の名を抽象名詞に変
化させて， "Theexclusive Sir-Thomas-Brown-ness of al the fancies" 
(Coleridge 2: 414) と手紙に書いているし， もっと最近では TheGuardian 
が2000年に動詞旬をこの接尾辞に繋げて "Thenumbskulled singalong-
ness of Oasis"という表現を掲載していることが分かる。
「頭が空っぽ」 (numbskulled)どころではなかった WilliamShakespeare 
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もこの接尾辞を有効活用していたようだ。上に挙げた clearnessはMacbeth
で用いていて，
I require a clearness (Mac. 3.1.132)2l 
これは OEDによると "freedomfrom anything obstructive"という意味
で使われた初出例ということになっている。 loathsomenessという語を
0 sir, the loathsomeness of them offends me more than the stripes I 
have receiv'd (WT 4.3.56-57) 
と「忌々しさ」という意味で用いていながら，別の作品では loathnessとい
う語を





So much uncurbable, her garboils, Caesar, 
Made out of her impatience -which not wanted 
Shrowdness of policy too -I grieving grant 
Did you too much disquiet. (Ant. 2.2.67-70) 
.. I was never curst; 
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I have no gift at al in shrewishness; 
I am a right maid for my cowardice. 








He makes a July's day short as December, 
And with his varying childness cures in me 
Thoughts that would thick my blood. (WT 1.2.169-71) 





Though age from folly could not give me freedom, 
It does from childishness (Ant. 1.3.57-58) 
とある（他に AYL 2.7.165, Cor. 5.3.157)。saltnessという語も現れるが，
この語の場合は語甚が名詞saltなのか，形容詞saltなのか，判別が困難で
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ある。 OEDは形容詞を語基として語形成を解説している。このほか，過去
分詞を語基として形成された -ness名詞もシェイクスピアには見られる。
amazedness, blessedness, curstness, nakedness, raggednessなどがそれ
である悶
そして OEDによれば動詞を語基にした -ness名詞がシェイクスピアに 1
例見出せるのである。次の引用にある seednessをOEDは "Theaction of 
sowing, the state of being sown"と定義し，語基seedー を動詞として解説
している。その一方で Onions(s.v.)は"seed-time,sowing with seed"と
記している。
As those that feed grow ful, as blossoming time 
That from the seedness the bare fallow brings 
To teeming foison, even so her plenteous womb 

























初出例として挙げているものが少なくない。 awakening(Rom. 5.3.257), 
backing (1H4 2.5.150), galloping (Mac. 4.1.156), grumbling (Tmp. 





14世紀に起こったと考えられている (OED,"-ing, suffix l")7l。少なくとも
OEにおいて -ingは動作名詞を作る接尾辞の 1つに過ぎなかった。動詞を
語基として動作名詞を作る接尾辞を， OEはゲルマン祖語から幾つか受け継
ぎ，保持していて，その 1 つが—ing であったのである。他方で OE 以前に
造語機能を失い，痕跡を留めるのみの接尾辞もある。 SeiichiSuzukiはそ
のような接尾辞＊＿詞を挙げ，ゲルマ：：：祖語で生産的であった，動作名詞を
形成する接尾辞として提示している。 OEforwyrht "sin"や gemynd
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"remembrance"の語末の歯音8)は，この接尾辞の化石化したものであると
いう (197)。-ingもゲルマン祖語から受け継いだが， こちらは OEで生産性
を失うことはなかった。 OE においては—ung の形も—ing と同じくらい多く
見られる。
そして—nes (-ness) も同様に動作名詞を作る生産性の高い接尾辞であっ
た。 トロント大学で編纂の進んでいる「古英語辞典』 ("Dictionaryof Old 
English= DOE") はAから Hまでが既刊であるが， その見出し語には
acennes "birth", agyltnes "offence", bぉrnnes "burning", cypnes 
"testimony", fremnes "doing", hrinenes "touch"など，動詞を語基として











DOEの見出し語を調査したところ， 39組が見つかった匹 a.wending(3x) -




































OE では—nes, —ing の両方の型が共存していた語も，中英語 (ME) では
その動詞そのものとともに廃語になるか，ーing型のみが残る。 OEでは
bぉrningとならんで bぉrnnesの用例があったのだが，『中英語辞典」 (Mid-
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た。 MEDの見出し語quemnesseとして OEcwemnesは残っているものの，
そこでの引用は al225(?al200) Trin. Hom. 55とal250Lofsong Louerde 













al425 Ben. Rule (1) 4/4 
Greue ]Jing will i noht stablis .. bot a stresce will I make in mendnis 










ゲルマン祖語 古英語 中英語 近代英語
-nessが動詞に接辞する機能をまだ辛うじて保っていたことを mendnessが
示すのであれば，—ness の点線が ME の終わりまで伸びることになる。ただ，




さて， seednessの語基である seedについて考察してみよう。これは OE








Eallum dagum畑 reeoroan, seed & gerip, .. 
［ cunctis die bus terrae sementis et mess1s .. ] 10) 
そしてMED"sed"にある定義は次のようになっており，
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la. (a) The grain or ovule of a plant .. 
lb. (a) A decoction of seeds .. 
2. (a) Semen, sperm .. 
3. (a) Offspring, progeny .. 
4. (a) In book titles .. 
r種蒔き」という動作の意味がなく， OEsredから MEsedにいたるまでに
具象名詞化が完了していたことが分かるのである。
OEでは具象名詞化の最終段階にあった Sおdから弱変化動詞 sredian"to 
seed"が生じ，結果的に強変化，弱変化の 2つの動詞が共存することになる。
それが sow,seedになって現代英語まで共存を続けるのである。だが，弱
変化動詞 s函dian の語幹に—nes や -ing/ung を接辞した例は残っていない。
つまり動詞を語甚とした seednessにあたる OEの語は用例がないのである。
函 dー に別の接尾辞がついた Sおdna]J"act of sowing"はsatio,seminatio 
にあてた glossに1例のみ用例があるものの (DOEWeb Corpus), -nesが
つく用例，つまり seednessの用例が出てくるのは ME後期， 15世紀半ばに
なってである。しかも MEDの記述を見る限り， seednessの用例はこの 1
例のみしか MEにないことになり， また MEDのつけている定義は "the
time for sowing"となっていて―種蒔き 4 の動作ではない。さらに MED
は "Froms~d n."と語源を解説しており，語基が動詞ではなく名詞である
ことを明記している。
ちなみに， OE の強変化動詞 sawan についても，—nes や -ing/ung を接辞
した例は残っていない。これが偶然なかっただけなのか， もともとなかった




の3語が載っているのみである 11)。ちなみにその下位範疇Timefor sowing 
には sredtima0とある。 Sあwetが使われているのは次の一節のみである。
Bede Head 4.27.20.30 
.. ofer pa tid畑 ssおwetes. . 
[ ..ultra tempus serendi .. ] 
tid "time"と共起しているから，まさに「種蒔き」という動作名詞である
ことがわかる。
『オックスフォード歴史的英語類語辞典』 (HistoricalThesaurus of the 
Oxford English Dictionary)でseednessを収録しているのは 3つの下位範
疇である。
01.02.os.03 I 11.01 season for specific agncultural operation 
.. seedness 1668-1793 .. 
01.02.08.03.03.04 Sowing 
sぉdOE, sぉdnapOE, sぉwetOE, sow al300, sowing al400-, 
sation cl440-1658; 1661 (Diet.), seedness cl440-l 710, semination 
1531-1797 (chiefly fig.), seeding 1542-
01.05.03.02 I 01 source/seed/germ 
.. seedness 1597 .. 
MEDに収録されていた 15世紀半ばの例はMEDの記述ではなく， OEDの









動詞 seroの動作名詞である。 T.G. Tuckerの記述 ("sero")によれば―拡
散する」意味のインド・ヨーロッパ祖語の語墓 *sもに由来する 12)。この語
碁が重複 reduplicationを経た*si-s6がseroになり，同じ語基から動作名




















本来は sowの動作名詞であった seedは， OEの文献に記されるころには
具象名詞化をほぼ完了していた。「種」という意味の sredから s品dianが派
生し，その動作名詞 s痴dnaj)はあったが用例はほとんどない。 sredianが
MEにも sedenとして残るものの，動詞 seedはこと時すでに sowとの意
味分化が起きていたらしく，その動名詞の用例に「種蒔き」の意味で用いら
れたものはない。 OEから MEのseedの動詞としての発達を見ると，「種を
蒔く」動詞 seed に—ness が接辞したという語形成は考えにくく，その一方
で「種」という名詞 seedに-nessが接辞して動作を表す名詞を形成したと
も考えにくい。したがって『歴史的類語辞典』の 01.02.08.03.03.04に並ぶ
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たことがわかる。ここで挙げた 5語はいずれも現代の英語では -edー が音節を構
成している。
6) Greenbaumの "gerund"と"verbalnoun"の解説を見比べると，判別の困




8) OEの/t,d, n, 1/は歯茎音ではなく，歯音てあった可能性がある (Lassxix)。
9) acenning-acennes, agylting-agyltnes, alihting-alihtnes, alysing-
alysnes, a tending-atendnes, apening-apenenes, a wending-awendnes, 
reteowung -reteownes, brerning -brernnes, biging -bignes, byrging -
byrgnes, celing-celnes, cenning-cennes, clypping-clypnes, cweming-
cwemnes, gecweming-gecwemnes, gecyrring -gecyrnes, cyping-cypnes, 
drefing -drefnes, feding -fednes, gefeging -gefegnes, fering -fernes, 
flowing-flownes, forlreting-forlretnes, fremming-fremnes, gefremming-
gefremnes, frignung -frignes, gefylling -gefyllnes, gre!ing -grelnes, 
gylping-gylpnes, gyming-gymnes, hreftung~hreftnes, hreling-hrelnes, 
healding-healdnes, gehealding-gehealdnes, hlyding hludnes, holing-
holnes, hrining-hrinenes, gehyring-gehyrnes. 
10) OEはCrawford版， ウルガータ訳は Weber版から引用し，斜字体は筆者が
施した。
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